
背景
ChatGPTをはじめとした⼤規模⾔語モデル（LLM）が⾶躍的な進展を遂げ、
汎⽤AIとしての地位を確⽴しようとしています。しかし、モデル設計などにお
いては専⾨家の知⾒や労⼒が必要となる点は変わらず、バイアスや幻覚と⾔わ
れる問題も明らかになっています。

成果の概要
本展⽰では、多様なAIモデルやルールを環境として与えることで、AI同⼠が
相互に議論・訂正を⾏い、問題定義すら困難な問題に対して多様な視点から解
を⾒出すコンセプトを提⽰します。このコンセプトの具現化に向けた、先端AI
技術の取り組みを紹介します。

技術のポイント
複雑な問題に対し、さまざまな専⾨性を持ったAIがそれぞれの視点から意⾒を表明することで、多様な価値観を
 創出

専⾨性や将来価値から重要さを互いに議論することで、少数意⾒も尊重してコミュニティ全体の議論を⾼度化

この研究がもたらす未来
AI同⼠が相互に議論・訂正を⾏い、⼈が問題定義すら困難な問題に対して多様な視点から公平な解を⾒いだします。
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P10 多様なAIが相互に議論することで、⼈間の判断や意思決定を⽀援します

AIコンステレーション 〜tsuzumi達が協演する未来〜
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